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下野市における公共交通の区分（地域における輸送資源）

市内で福祉有償運送、スクールバス等が運行されていますが、限定的に運行されている状況から、現時点では、公共交通として
位置付けることはできません。ただし、将来的に人手不足等が見込まれるため、継続して輸送資源としての活用を検討します。

○地域公共交通計画では、「地域における輸送資源の総動員」が求められており、従来の公共交通サービス（鉄道、路線バス、
広域連携バス、デマンドバス、タクシー、レンタサイクル）を地域の輸送資源を位置付け以下のような区分として整理。

地域における輸送資源

地域間交通

地域内交通

バス（宇都宮－石橋線、石橋－真岡線）
1市2町広域連携バス『ゆうがおバス』

バス（自治医大線）

デマンドバス

タクシー

鉄道（JR宇都宮線）

支線（フィーダー路線）

幹線

鉄道（JR宇都宮線）

レンタサイクル
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